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平成２２年度　理事長旗争奪大会

優　　勝　ブラックス
準優勝　シュリッツ

5月9日 三　　位　クラッシャーズ



  

1 0 0 0 2 3

2 6 0 7 × 15

0 1 2 0 0 2 0 5

1 6 0 0 0 3 × 10
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大西ー岸野

丸徳ソフトボールクラブ 井上－安藤
7 準々決勝

シュリッツ
時間切れ

山本ー中村

ブラックス 宮坂ー山本

6 準々決勝
パニック加古川

時間切れ
栗林ー千田

I　　　　　C 内田ー赤池

5 準々決勝
下村同好会

５回コールド

宮崎ー川崎

丸徳ソフトボールクラブ 井上ー安藤

4 準々決勝
ぐでんぐでん

５回コールド
高橋－大西

クラッシャーズ 鎌谷ー中野

3 1回戦
コマツSC

時間切れ

藤田ー笹山

ブラックス 宮坂ー山本

2 1回戦
宮前ファイヤーズ 神吉ー大谷

I　　　　　C 玉田ー赤池

平成22年度 理事長旗争奪大会

1 1回戦
万葉ハイツハイランダース

５回コールド



宮坂達也－浅川文一

長打 【先攻】 【後攻】

バッテリー【先攻】大西和昭－岸野達史 【後攻】

0 0 7 ×ブラックス 0 3 4

1 11

14

13 14 合計

シュリッツ 2 1 3 1 3 0

9 10 11 12チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8

加藤国義

(副審) 山卯泰久 (記録) 丸橋正和 (放送)

辻川好正 (２塁) 小森敏夫 （３塁）審判員 (球審) 瀬島康夫 (１塁)

（本）安井公人

（二）石井英夫・宮坂達也

（決 勝） 試合時間１時間０５分 試合日22年３月２８日 試合番号 10

長打 【先攻】（本）伊藤秀人２ 【後攻】

3

バッテリー【先攻】宮坂達也－浅川文一 【後攻】鎌田恵史郎－斎藤　誠

５回コールド
11

クラッシャーズ 0 0 3 0 0

1 6ブラックス 1 2 1

12 13 14 合計8 9 10 11

(放送)

チーム名 1 2 3 4 5 6 7

(副審) (記録) 堀　芳彰

9

審判員 (球審) 辻川好正 (１塁) 加藤国義 (２塁) （３塁） 小森敏夫

（準決勝）② 試合時間1時間１０分 試合日22年３月２８日 試合番号

長打 【先攻】 【後攻】

7

バッテリー【先攻】 【後攻】

　棄　権 0

シュリッツ

Ｉ　　　　Ｃ

12 13 14 合計8 9 10 114 5 6 7チーム名 1 2 3

(副審) (記録) (放送)

(２塁) （３塁）審判員 (球審) (１塁)

平成２２年度 理事長旗争奪大会

（準決勝）① 試合時間　時間　分 試合日22年６月６日 試合番号 8



ブラックス （三塁打）斉藤（二塁打）徳田

（戦評） ブラックス打撃戦を制す

チ　ー　ム　名 長打（本塁打・三塁打・二塁打）

シュリッツ

3 0 0 3

5 4 6

ブラックス 宮坂達也 浅川成史 44 19 0 10

11 0 3 0シュリッツ 大西和昭 岸野達史 39

死球 三振 盗塁 失策

14 負 大西和昭

チ　ー　ム　名 投　　　　　　　　手 捕　　　　　　　　手 打者 安打 犠打 四球

勝 宮坂達也

ブラックス 0 3 4 0 0 7 ×

勝利・敗戦投手

シュリッツ 2 1 3 1 3 0 1 11

8 9 10 計4 5 6 7チ　ー　ム　名 1 2 3

（三塁）加藤国義 （副審）山卯泰久

記録員 山卯泰久 補助記録員 放送委員 会場名 河川敷Cグランド

審判員 （球審）瀬島康夫 （一塁）辻川好正 （二塁）小森敏夫

試合開始時間10時30分 試合終了時間12時35分 試合時間2時間05分 中断時間

平成22年度 理事長旗争奪大会

試合日 2010年6月6日 第二日目 決勝 球場名 加古川河川敷グランドCコート 第3試合

　点の取り合いとなった試合はもつれにもつれて終盤6回の裏にブラックスが一挙に打者13人で一挙に7点を挙げ大逆転勝を収めた、両
チームでヒット30本、4死球16と大乱打戦となった。


